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行段階J r私設鉄道台頭段階J r宮鉄・私鉄競合段階J r国鉄支配体制段階J r鉄道企業流動的再編成段階」に整理し，そ
の上で，わが国における鉄道は近代経済発展に大きな役割を演じてきたにも関わらず，鉄道政策および鉄道事業の運営
そのものは，交通政策における「海主陸従」的基調にも災いされて， r政略的」性格を付与されてきたと結んでいる。
論文審査の結果の要旨
近代日本の経済発展において鉄道が果たした役割については夙に論じられてきたが，社会経済史研究の分野では鉄道
史研究は必ずしもメインの研究領域ではなく，個別の鉄道を対象とした実証研究は十分には行われてこなかった。この
ような研究状況のなかで，本論文の著者は， 20数年前から，主要幹線のみならず地方路線を含めて，個別鉄道に関する
第一次史料の掘り起こしを精力的に進め，密度の高い実証研究を公表，鉄道経済史研究のフロント・ランナーとして・活
躍してきた。本論文は，この著者の鉄道史研究業績のうち，明治期に関する諸論文を，近代日本の形成と鉄道という視
点から再構成したものである。
その研究史上の貢献は，第一次史料に基づく事例研究を踏まえて，明治期鉄道の展開に関わる諸問題をきわめて多面
的に考察した点にある。具体的には，まず第一に，鉄道政策の立案から決定にいたるまでの複雑な政治経済過程や，路
線の計画から決定にいたる過程で生じた諸経済主体聞の車L蝶とその調整のプロセスをヴィヴィッドにかっ丹念に描き
出したことが挙げられる。政策主体が決して一枚岩ではなく，政府上層部，鉄道官僚，軍部，中央及び地方経済界などの
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利害対立があり，現実の鉄道政策はその調整のなかから生み出されてきたことを具体的に明らかにしたことは，ややも
すれば一定の論理で明治期の鉄道の展開を説きがちであった従来の学説に対する有力な批判となっている。また，明治
期の鉄道行政をリードしたとされる有名な鉄道官僚・井上勝は本論文でも度々登場するが，本論文では同人に通説とは
ことなるイメージが付与されており，明治期鉄道当局の性格を再検討する上で，興味深いものがある。第二に，従来の
鉄道史研究が，鉄道という領域のなかにとどまりがちであったのに対し，本論文においては，時の産業政策や経済動向
との関連において明治期鉄道の展開過程が考察され，鉄道の経済史的意義が明示的に議論されることになった。第三に，
従来ほとんど研究対象とならなかった地方鉄道の建設計画を原史料に即して多数明らかにしたこと，また，これらの鉄
道が各地域経済や農村社会に与えた影響を追究したことも高く評価しなければならない。近年，鉄道史研究を志す若手
研究者はさらに研究対象を拡げつつあるが，こうした研究手法は著者により先鞭をつけられたものであったといって過
言ではない。このこととも関連するが，第四に，利用した史料の多様性も特筆される。本論文においては，鉄道史研究
において多用される官庁文書や鉄道会社文書はもちろん，著者自らが渉猟，発掘した地方の第一次史料が駆使されてい
る。その努力は高く評価されねばならない。
以上に述べたように，問題設定の斬新性，研究対象の広汎性，実証レベルの厚みと深みによって，本論文は明治期鉄道
史研究のなかで一頭地を抜く研究業績となった。さらに本論文で明らかにされた新知見は，鉄道史研究の領域を超えて，
明治期経済史研究史上の定説にも少なからず影響を与えるものであり，その学術的貢献はすこぶる大きい。もちろん，
不十分な点がないわけではなし1。例えば，各章の関連性が必ずしも明瞭ではない，鉄道企業の経営史的分析がほとんど
欠落しているという構成上の問題のほか，鉄道政策と産業政策との関連についての行論や，鉄道の展開と経済動向との
関係についての説明において，必ずしも説得的ではない部分がいくつか残されている。しかしながら，本論文の学術上
の貢献は，こうした暇瑳を補って余りあるものであり，博士(経済学)の学位に十分値するものと判定する。
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